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東から昇るのは, 自然の摂 理であるように, ビルマ
に,独立の日が訪れるのもまた,当然であるというド
ーバーマ一 ･アシーアヨンの歌の一節からとったもの
である｡ (大野徹)
Coed毒S,George.･LeSPeuplesdelaP6nin-
sulelndochirLOiSe,Histoire-CivilisationS.
Dunod,Paris.1962.99.228.
インドシナを構成する複雑な民族文化を,歴史的な
流れの上で把握しようとしたものである｡著者は言う
までもなく斯界の権威の一人で,現在極東学院の名誉
院長である.Les色tashindouis色sd'Indochineet
d'Indon6sie(1948)や Unepgriodecritiquedans
l'AsieduSud-Est,LeXIIIesiBcle(Bul.Soc.
Etudeslndoch.,38,1958)など著者自身の研究成果
を更にその後の研究状況と照らしあわせて,改めて原
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